2022 年 に 死亡 が 報じ られ た オリ ガル ヒ な ど 


・1/29 投資 会 社 ガ スプ ロム ・ イ ン ベ ス ト 幹 部 の レオ ニ ド ・ シ ュ ル マン 氏 ( 浴 室 で 遺体 で 発見 ) 
・2/25 国営 ガス 会 社 ガ スプ ロム 幹部 の アレ クサ ンド ル ・ チ ュ リ ヤ ャ コ フ 氏 (自宅 ガレ ー ジ で 遺体 
で 発見 ) 
・2 月 極東 ・ 北 極 圏 開発 公社 の イー ゴリ ・ ノ ソフ 社長 (当時 ) 急 死 
・3/23 医薬 品 会 社 メド スト ム の 元 幹部 ワシ ー リ ー・ メ ル ニ コ フ 氏 (自宅 で 妻 ・ 子 ども 2 人 と 遺体 
で 発見 ) 
・4/18 大 手 銀行 ガス プロ ム バ ンク 元 副 社長 ウラ ジス ラフ ・ ア バエ フ 氏 ( 銃 を 握っ た 状態 で 
妻 ・ 娘 も 遺体 で 発見 。 無理 心中 か ) 
・4/19 天然 ガス 大 手 ノ バテ ク 元 副 会 長 セ ル ゲ イ ・ プ ロト セー ニャ 氏 ( ス ペイ ン の リゾ ー ト 地 で 
首つり 。 妻 ・ 娘 も 遺体 で 発見 。 無理 心中 か ) 
・5/1 レス トラ ンチ ェ ー ン 「 カ ラバ エフ 兄弟 の 料理 店 」 共 同 創業 者 、 ウラジーミル 
・ リ ャ キシ ェ フ 氏 ( 自 宅 で 銃 で 撃た れ 死亡 。 拳銃 自殺 か 。 妻 が 発見 ) 
・5/8 石油 会 社 ル クオ イル の 元 ト ッ プ ・ マ ネジ ャ ー、 ア レク サン ドル ・ ス ポチ ン 氏 
(霊媒 師 宅 の 地下 室 で 遺体 で 発見 。 急 性 心不全 ) 
・9/1 石油 大 手 ル クオ イル の ラヴ ィ ル ・ マ ガ ノ フ 会 長 が モス クワ 市 内 の 病院 の 窓 か ら 転落 死 
・9/12 極東 ・ 北 極 圏 開発 公社 ・ 航 空 部 門 幹部 の イ バ ン ・ ペ チョ ー リ ン 氏 が 、 ウラ ジオ スト ク の 
近海 で 、10 日 高速 の ボー ト か ら 転 落し 、 そ の 後 、 遺 体 で 発見 
・9/21 モス クワ 航空 研究 所 (MAI) の 元 所 長 の アナ トリ ー・ ゲ ラ シ チ ェ ン コ 氏 が 事故 で 死亡 
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ブル ガリ ア 
の こ あ 
- ア ゼル バイ シキ キン 


プー チン 大 統領 が 黒海 治 岸 に 
推定 約 400 借 円 相当 の 宮殿 を 所 有 


富 と 贅沢 に と りつ か れ た 」1400 億 円 『 プ ー チ ン 宮 殿 " 
の 全 狐 が 動画 告発 され た ! 《 再 生 回 数 1 億 回 以上 》 


ルル ル 寺 の ビリ ヌイ (ザワ リス イ の 表記 は 人 わた い ) は 2021 年 月 7 日 、 洛 
閣 を 疾 和 た た ドイ が ら ロ ン ア に 帰還 し た その 直後 っ AA の 8 件 に % し た 
し た が 、19 日 に な っ て 、「 プ ー チ ン の た め の 宮 殿 : 


ae 


宮殿 : 上 様 / 
う ビ デオ が ユー チ が 登 
間 32 に お よぶ 電 低 の な が で 、 っ 7 に アップ ロー ド き た 。 邊 が 登場 る 和 
すでに 視聴 回 数 は 1 月 30 日 時 点 で 、 1 億 回 を 超え て いる 。 


この ビデ オ が きっ か け と な っ て 、1 月 23 日 に は 、 ロ シア の 100 を 超す 都市 で 

ヴァ ー リ ヌイ の 航 放 を 求め る デモ が 行わ れ た 。 デ モ 参 加 者 中 生還 で 3779 人 、 うち 
モス クワ で 1481 人 が 拘束 まん た と の 情 が ある 。 人々 は 、「 ブ ー チ 
AM の 多く の 若 が ブリーチ 


、 泥 棒 」 
チン へ の 多 り を あら わ に し た 。 社会 人 類 学 
パ モ スク ワ で の の テモ 多加 者 35 人 を 無 と いう (03 月 2 日生 42% が 今 


24 
を 参照 )。 > 同 チ ー ム が 2019 年 の モス クワ で 


し た 
診 に は 、 176 だ っ た カ \ ら 、 今 ウ 占 、 若者 中 心 に 「 ブー テン が 泥棒 で ある 1 と の 度 職 が に 
わか に 広まり 、 抗議 行動 と な っ て 表面 化し た と 推測 され る 。 


文春 オン ライ ン 2021.2.2 小坂 詠 


2/21 の プー チン 「 国 民 へ の ビデ オメ ッ セ ー ジ 4: 計 間 )」 要 旨 


【 ウ クラ イナ 】 ウクライナ は 単なる 隣国 で は な い 。 我々 自身 の 歴史 、 文 化 、 精 神 的 
空間 の 切り 離し が た い 一 部 な の だ 。 現 代 の ウクライナ は 完全 に ロシア 、 正 確 に は 共 
産 主 義 の ロシア に よっ て つく られ た 。 レー ニン 補 同 志 た ちら が ロシア の 歴史 的 領土 を 


切り 離す と いう 方 法 で つく っ た 。 


【 米 欧 と の 関係 】 (米国 は ) な ぜ 我 々 を 敵 に し よう と する の か 。 答 え は た だ 1 つ 、 
問題 は 我々 の 政治 体制 に ある の で は な く 、 他 の こと に ある の で も な い 。 単に ロシア 
の よう な 大 き な 独 立 し た 国家 が 必要 な いか ら だ 。 


【 ウ クラ イナ の NATO 加 骨 】 ウクライナ の NATO 加 盟 と それ に 続く NATO の 施設 の 展開 は 
すでに 決ま っ た こと だ と 考え る あら ゆる 根拠 が ある 。NAT0 の 文書 で 我々 は 公式 に 、 
直接 的 に 欧州 大 西洋 の 安保 の 主要 な 威 だ と 宣告 され た 。 ウ クラ イナ が ロシア を 攻 
撃 す る た め の NATO の 前 線 基 地 に な る 。 


【 親 ロシア 派 占領 地域 の 独立 承認 】 き ょ う の 決 定 (独立 承認 ) を 宣言 し 、 ロ シア の 
国民 、 す べ て の 愛国 的 葵 力 が 支持 し て くれ る と 確信 し て いる 。 (ウクライナ に ) 直 
ち に 軍事 行動 を や め る よう 要求 する 。 そ う で な けれ ば 、 こ れ か ら 続 く 可能 性 が ある 
流血 の すべ て の 責任 は 完全 に 、 ウ クラ イナ 領 を 統治 する 政治 体制 の 良心 が 負う こと 
に な る 。 


2/24 の ブー チン 「 国 民 へ 向け て の 演説 」 抜 粋 


天守 に 、 下 促 本 国 の 舞 交 全 人 な 政治 た ちら が 生涯 上 に 2 し 、 遇 人 に 、 無 選 

慮 に 作り 出し 0 根源 的 な 脅威 ・・・NAT0 の 東方 拡大 、 そ の 軍備 が 
ロシア 国 天 へ 接近 し て 

ソ ビ ピ ェ ト 連 施 の 出場 後 、 事 天上 の 世界 の 再 分 割 が 始ま り 、 こ れ ま で 培 わ れ て 

きた 国際 法 の 規範 が 、 冷 戦 の 勝者 で ある と 宣言 し た 者 た ち に 那 魔 に な る よう 
に な っ て o 

NATO が 軍備 を さら に 拡大 し 、 ウ クラ イナ の 領土 を 軍事 的 に 開発 し 始め る こと 

生生 に 2 記 2020233ki 記 生計 8M200200828025 半 2 
ーー な 

問題 な の は 、 私 た ちと 職 拉 する 研 電 に 、 言 っ て お く が 、 そ れ は 私 た ちの 層 

的 二 だ 、 そ こ に 、 私 た ち ( こ 敵 対 的 な 「 反 ロシア 」 が 作ら れ よ うと し て い 

こと だ 。 そ れ は 、 完 全 に 外 か ら の コン トロ ー ル 下 に 置か れ 、NATO 諸 国 の 軍 に 

よっ て 強化 され 、 最 新 の 武器 が 次 々 と 供給 され て いる 。 

ド ネ ツク 人 民 共 和 国 と ル ガ ン スク 人 民 共 和 国 と の 友好 お よび 協力 に 関す る 条 

約 を 履行 する た め 、 特 別 な 軍事 作戦 を 実施 する 決定 を 下 し た 。 


的 は 、8 年 間 、 ウ クラ 8 て 虐げ られ 、 ジ ェ ノ サイ ド に さ 
きた 人 々 を 保 ー し て その た め に 、 私 た ち は ウ クラ イ 
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SG 味 図 尽 稀 
こい 組 AG 流 長 記 こじ 


h 拓 Ko お 撮っ G つ 
生 っ づく 尿 賜 生 
時 古 じ 選 じ 合 し 人 
員 要 つ 篤 つ KS 
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3 (いり リョ デー リク 


MO 


リス ト 教 化 の 後 は 一 つの 正教 に 
公 で あり キエフ 大 公 で も あっ た 
選 で 我々 の 親族 関係 


く 


済 的 つなが り 、 
の 


< 


こと 


ラド ガ 、 ノ ヴ ゴ ロ ド 、 プ スコ フフ から キ 


MT 


語 と 呼ん で いる ) 

5KA で し て / ル ルーン の 
ノ ヴ ゴ ロ 

宗教 の 選択 は 、 現 在 、 


ピー つ 
いこ 


( 今 は 古 ロ シア 
朝 の 公 の 権威 
統一 され て いた 。 
マー ノレ の 


ロシア 人 も 、 ウ クラ イナ 人 も 、 ベ ラル ー シ 人 も 、 ヨ ー ロ ッ パ 最大 の 国家 で 
NDC 
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あっ た 古 ル ー シ の 継承 者 で ある 。 


き 五 
H ロ 


ロシア 人 と ウクライナ 人 の 歴史 的 一 体 性 に つい て 


2021.7.12 プー チン 論文 の 抜粋 2 


表 々 を 団結 させ 、 今 も 結び つけ て いる も の すべ て が 、 攻 撃 を 受け 6 

まず 第 一 に 、 ロ シア 語 で ある 。 「 マ イダ ン .」 新 政権 が 、 ます 国家 語 束 

に 関す る 法律 を 廃止 し と よう と し た こと を 想起 する 。 そ し て 、 「 権 力 の 浄化 」 
に 関す る 法律 、 教 育 に 関す る 法律 が 制定 され 、 教 育 課程 か ら ロ シア 語 

当家 上 拓 除 し て し まっ た 。 

その 上 に 、 の 5 月 、 ML 6 

提出 し た 。 彼ら は 少数 民族 を 国外 で 独自 の 国家 

を 受け て いな い 人 々 の み を 証 の め て いる 償 律 は 可決 され た 。 新た な 不 和 和 

の 種 が 時 か れ た 。 


ウクライナ の 代表 が 6 化 を ia 総会 の 決議 に 


「 新 ユー ラ シ ア 主義 」 と は ? 

ーー ラン アテ 主義 」 と は ・ ブー チン の 影 の メン ター と も 
いわ れる 、 アレ クサ ンド ル - 

アレ クサ ンド ル ・ ド ゥ ー ギ ン ドウ ー ギン の 思想 の 中 心 に 


上 か つて 社会 主義 の 理念 で 結 
ば れ た 旧 ソ 連 の 版 図 を 、# 
制 経済 と ロン ア 正 教 の 原理 
で 一 元 化し 、 西欧 で も な い ア 
ジア で も な い 、 側が 件 

信 国 博 の 失 信 1 は 希薄 。 ( 亀 

山 郁 夫 に よる ) 。 


「 歴 史 に 意 り つか れ た ブー チン 大 統領 」 (パリ 東京 雑感 2022.4.15 松浦 茂 長 ) よ り 


仏 の マク ロン 大 統領 は 、 ウ クラ イナ を めぐ っ て 、 ブ プー チン 大 統領 と 電話 を 含め 20 時 間 も 話し て 

いる が 、 歴 史 の 長 談義 を 聞か され る の に 驚い た そう だ 。 

プー チン の 頭 の 中 は 歴史 > で いっ ぱい 、 く 現 在 > に は 全く 関心 が な い 。 側近 が 経済 問題 や 、 コ 

SHI ブー チン は 露骨 に 嫌 な 顔 を し た そう だ 。 一 体 ど ん な 歴史 > に 熱中 し て 
ころ うか が 。 


2021 年 9 月 に ブー チン は ロシア の エリ ー ト ・ ク ラブ で 演説 し 、 影響 を 受け た 3 人 
の 思想 家 を 芋 げ た 。 ① ニ コラ イ ・ ベル ジャ エフ 、②⑦② レ フ ・ グ ミリ ョ フ 、③ イ ワン ・ イ 
ー ン 。 


イリ ー ン に は 激烈 な ウクライナ 憎悪 が 見 られ る 。 彼 は 言う 、「 ロ シア の 敵 た ち は 、 
ウクライナ に 民主 主義 を 偽善 的 に 売り 込ん で 、 ロ シア の 勢力 圏 か ら 引き ずり 
出 そ うと する 。 し か し 、 本 来 ウ クラ イナ は ロシア の 一 部 で あり 、 分 離 ・ 独 立 の 主 
張 に は 何 の 根拠 も な い 。 国際 的 軍事 的 陰謀 が 生み 出し た まがい 物 だ 」。 


ソ連 と いう 大 帝国 は 、 ほとん ど 流 血 も な く 解 体 し た が 、 そ の 後に や っ て きた 双 
肉 強 食 の ジャ ング ル の よう な 脱 共 産 主 義 社会 は ロシア 人 の 心 を 深く 傷つけ た 。 
プー チン は 、 そ の トラ ウマ を 治癒 し 、 ロ シア 人 に 誇り を 取り 戻さ せる 精神 療法 
士 と し て 登場 し た の で ある 。 


イワ ン ・ イ リ イ ン 


ウィ キ ペ ディ ア よ り 


・ 初め 、 イ リ イ ン は 、1917 年 に 勃発 し た 二 月 革 


と 守っ つて いる 


に ある た ちと は な り 、 
了 記 MR 命 の の の か 玉 く 、 1918 年 、 モス 
ワ 大 学 法 党 数 授 に な り 、 ヘ ー ゲ ル に 関す る 


人 


「 結 局 の と ころ 、 も 
と 導い た の か 々 ?」。 彼 は これ に つい て 、 こ う 結 
論 づ けた :「 ロ シア 人 の 『 

』 で ある 


Oo 


胞 が どの 2 で ある か 選べ る の と 同 
どい 
が 体 の 国 欠 を ぶ こ の の る 」 と 反論 
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ウクライナ で 撤去 され た プー シキ ン の 銅像 
テル ノビ リ の ナダ ル 市 長 の SNS よ り 2022.4.10 朝日 新聞 デジ タル 


ウクライナ で ブー シキ ン 像 が 撤去 され た 背景 


・ ブー チン 政権 の 汎 ス ラブ 主義 へ の 傾斜 が 侵攻 の バッ 
クボ ー ン に な っ て いる こと を 端的 に 示す シー ン が 、 侵 
攻 開 始 後 の 2022 年 3 月 半ば に あっ た 。 


・ ブー チン 氏 の 取り 巻き 知識 人 で ある 外交 専門 家 で あ 
る ニコ ノ フ 氏 (ソ連 外相 モロ ト フ の 孫 ) が 、 ロシア へ の 西欧 
の 和 干渉 を 不当 と 批判 する 有名 な 愛国 詩 を テレ ビ 上 で 
鬼気 迫る 表情 で 朗読 し た の だ 。 

・ この 詩 は 、 国民 的 詩人 で ある ブー シキ ン が 19 世 紀 初 
め に 発表 し た も の で 、 当 時 、 ポ ボー ラン ド に 攻め 込ん だ 
本 E 難 し た こと に 対し 、 強く 感情 的 


に 反論 する 内 容 だ 。 


プーシキン の 愛国 詩 「 ロ シヤ を 中 傷 す る も の た ち へ 」 


な に を か し まし く 騒 ぎ た て る の か 
きみ ら 諸国 の 雄弁 家 た ちよ る? 


な に ゆえ きみ ら 呪い の こと ば で ロン シヤ を お び や か す の か ? 


な に が きみ ら を 慎 激 を させ た の か ? リト ワニ ヤ の 動乱 か ? 


や め に し て くれ 。 これ は スラ ヴ 民 族 同士 の あら そい 
内 輪 の 音 か ら の 運命 に さだ め ら れ た あら そい 


さ み ら が 解決 で きる 問題 で は な い 。 
河出 書房 出版 『 ブ ー シ キ ン 全 集 1』 よ り 、 草 鹿 外 吉 訳 
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ニー ネン メン ンー 


(東方 正教 会 
次 関係 断 縮 独立 容認 方 針 


フェア ライ ナ ュ CS 


= 陸 溢 田 VH 


ウクライナ 。 


h プ ー チ ン ポロ シェ ンコ 因 油 
大 統領 大 統領 議 


因 准 OKI 旭 選 汗 9 せ AMNMN(TYVH 


5/9 対 独 戦勝 記念 日 の ブー チン 演説 抜粋 


口 ョ ー ロ x 実 ロ 
忠 いい の 回 衝 を 姓 天 す る を 9 
れ の 話 を 聞く 耳 を 持た な か っ た 。 


・ ドン バス で は 、 さ ら な る 懲罰 的 な 作戦 の 準備 が 公然 と 進め られ 、 ク 

リ ミ ア を 含む われ われ の 歴史 上 交 な 土地 へ き の 侵攻 が 画 環 全 まれ で いた 。 
キエフ は 栓 取得 の 可能 性 を 発表 し て いた 

に CRNUO 二 還 結ば わが 国 に 隣接 する 地域 の 積極 的 な 軍事 開 


よう うに し て っ て 絶対 に 受け 入れ が 
た い 者 司 が 。 計 HE 画 的 、 し か て 、 わ 4 われ に と っ て り 出 され た . 


・ は 、 の と 伝 統 的 価値 々 の 慣習 、 
われ われ は 、 相 国 へ の 愛 信仰 と 伝統 的 価値 観 、 先 祖 代々 の 例 叶 


・ 戦死 者 や 負傷 者 の 子ども た ち を 特別 に 支援 する 。 
その 旨 に つい て の 大 統領 令 が 、 本 日 者 名 され た 


半 世 紀 前 、 世 界 は 核 戦 争 を 覚悟 し た 
(キュ ー バ 危機 を 巡る 主 な 出来 事 ) 
1962 年 
10 月 14 日 米 偵察 機 、 キ ュー バ に ソ連 の ミサ イル 基地 を 発見 
22 日 | ケ ネ デ イ 米 大 統領 、 キ ユー バ の 海上 封 氏 を 発表 
27 日 | キュ ー バ て で 米 偵 宗 機 が 撃隊 され る 
に ソ連 が 「 キ ュー バ が っ の 直 時 太 ] を 人 


レン ュー ョ - 0 ーー 志 。 5 間 
ーー 7 」 


ピン 
ワシ ント ン D.C 革 


ソ連 時 代 の ワル シャ ワ 条約 機構 と NATO 


大 お 2 そ 条 約 ) 梱 柄 = す 
(NATO) 思 且 要 「 > 
ワル シャ ワ 条 %9 覆 本 15E 還 し - 則 N こ < 「 
どちら に も 加 和 し て いな い 国 1 アプ ニン 

ー 祭り の カー テン いい 


ーーー ーー 


[香合 副 店 戸 


NATO の 東方 拡大 
_ ウクライナ 問題 と NATO の 東方 拡大 。 


「 オ 大 西洋 条約 機構 」 
NISSI 米国 や 西欧 諸国 を 中 心 と し た 軍事 同盟 
冷戦 後 は I 旧 ソ連 含む 東欧 諸国 も 次 々 加盟 


ジ 連 至 壊 前 の 加盟 国 1999 年 以降 の 加 回 国 


時 吾 通 信 の 記事 を 其 に Yahoo! ニ ュー ス 制 作 
写 正 : ロイ ター/ ア デン ロ 、ujkrainian Presidentiai Press Service/ ロ イタ ー/ ア フロ 、 人 代表 撮影 / ロ イタ ー/ ア フロ 
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ウラ ジー ミル 大 公 像 ( 高 さ は 17m) 除幕 式 
プー チン 大 統領 と キリ ー ル 総 主教 が 祝辞 2016.11.4 


2 5 ま 
< KN * 
ーー ス 


参考) キリ ル 総 主教 ( ロ シア 正教 会 の トッ プ ) 


ア 


ベラ ルー シ お よび 周辺 諸国 に お ける 宗教 信者 比率 (%) 


ポーランド 
リト アニ ア 
エス トニ ア 
ラトビア 
ロン ア 

ベラ ルー シ 
ダウ パプ 
ヨー ジア 
アル メニ ア 
モル ド バ 


07% っ 07% 100% 


時 止 教 重力 トリ ッ ク 昌 イ スラ ム ョ その他 の 宗教 生 無 宗教 
(出所 )Pew Research Center に よる 2015 ン 2016 年 の 調査 結果 。 


上 ポコ mwmm+』 』 12 世 紀 に 編さん され た 
= ニー ニー | 『 原 初 年 代 記 』 


こい う 歴 史書 の 伝説 に よる 
nissensmms 攻 二 細 と 、 東 スラ ブ 人 の ボリ ャ ー 
"レー ョ | ネネ 氏族 の 3 兄弟 、 キ ー、 シ 
チェ ク 、 ホリ フ と その 妹 が 
町 を つく っ て 、 一 番 上 の 兄 
の 名 を 取っ て キー ワウ ( キ エ 
ーー デー フ ) と 名 付け た そう で す 。 こ 
"ーー ニー バニ ーー | れ が 今 の ウクライナ の 首 
nn ョ ー コ 』 ーー | 都 に も な っ て いる キー ウ の 
= "| 始ま り だ と され て いま す 。 
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とぎ 
| キエフ . ル ー シ ジ 


(9 世紀 末 -13 世 紀 ) | 


ブー チン が 、 ウ クラ イナ を 批判 する 時 、「 反 ファ シン ズム 
を 持ち 出し て くる 理由 


プイ リィ ヒュ ー マ ニ ズム で あり 、 
ヒュ ー マ ニ ズム ニテ リベラ ル ・ デモ クラ シー で ある と い 
と E 有 され て いる が ゆえ に リベラ ル ・ デ モク 
ラシー 0 学 2 ドー 
名 が 「 反 フ ー ガ ン を 掲げ る こと は 、 
欧米 の 目 に は 意 味 末 明 に に し か 見 えな \。 


・ で せつ 可能 に する 0 


の TEN UPUROIRLrrLLLL nh 


(白井 又 ET 未 玉 会 は お し い 夢 を 見 る 』 よ り 
現代 思想 6 月 臨時 増刊 号 所 収 ) 


・ ウクライナ 戦争 の 開始 に 至る 過程 で 、 政府 や マス メデ ィ 


ア は 、 ウ クラ イナ 東部 の ロシア 系 住民 が ウクライナ 側 に 
よる 「 ジ ェ ノ サイ ド 」 の 被害 を 被っ て いる と 繰 し 
じ め た 。 ス ター リン 時 代 の ジェ ノ サ イド の 加 

れ た こと に 対し て 、 相 手 に 同じ 言葉 を 返す と 
身振り は 、 04440 


政治 家 や : 


fA より 
平松 潤 奈 著 、 現 代 思 想 6 月 臨時 増刊 号 所 収 ) 


(参考 ) ユ ー ラ シア 経済 連合 創設 (2015.1.1) < 挫折 


旧 ソ 連 諸 国 が 、 経 済 統合 や 集団 安全 保障 な ど 、 積極 的 な 協力 関係 を 委 
いて いく た め に 、 様 々 な 再 統合 の 提案 が な され て きた が 、 利 害 も 国情 も 
異な る 国々 を まとめ る の は 容易 で な く 、 実 を 挙げ た も の は ほとん ど な し 。 
そう し た 中 で 、 経済 規模 が 相対 的 に 大 きく 、 発展 水準 も 比較 的 高く 、 統合 
に も 前 向き な ロシア ・ ベ ラル ー シ ・ カ ザ フ ス タン の 3 国 が 先行 する 形 で 、 よ 
り 踏 み 込ん だ 経済 統合 を 推進 。 結果 成立 し た の が 、2007 年 の 関税 同盟 
条約 。3 国 関税 同 盟 は 2011 年 7 月 に 全面 的 に 始動 し 、 域 内 で は 税関 手続 
き が 廃止 。 3 国 間 で は 貨物 が フリ ー パ ス で 国境 を 通過 で きる よう に な り 、 
「 旧 ソ連 空間 で 初め て 、 経 済 統合 が 成果 を 挙げ た 」 と 高く 評価 。 

これ に 気 を 良く し 、 プ ー チ ン は さら に 野心 的 な 構想 を 掲げ た 。 ブ プー チン は 
2011 年 10 月 4 日 付 の /『 イ ズ ベ スチ ヤ 』 紙 に 「 ユ ー ラ シア に と っ て の 新た な 統 
合 プ ロジ ェクト 一 今日 生ま れる 未来 」 と 題する 論文 を 寄稿 。 

プー チン 主導 の ユー ラ シ ア 統合 と 、EU の 東方 パー トナ ー シ ッ プ が せめ ぎ 
合う こと と な る が 、 ウクライナ は 、EU を 選択 。 プー チン ・ プ ラン は 挫折 


ユー ラ シ ア 経済 連合 の 加盟 諸国 


「 ユ ー ラ シア 経済 連合 」 関 連 国 の 基礎 デー タ 
※ ウ クラ イナ は 参考 に 加え て ある 


人 ロ 7 ー 人 当たり GDP 
ロシア 1 億 4.700 万 12.807 12.194 
ベラ ルー シ 930 万 682 7.300 
カザフ スタ ン 1.900 万 1.712 9.071 
キル ギ ス 670 万 85 1.283 
アル メニ ア 300 万 126 4 267 
ウ ク ラ ア ナ 476 の 万 7 222 3Z2 


国連 人 口 基金 ・IMF、2020 ン 2021 統 計 デ ー タ より 


・ 1999.12.8 ロ ン ア の エリ ツィ ン 大 統領 と ベラ ルー シ の ルカ シェ 


ンコ 大 統領 と の 間 で 「 ベ ラル ー シ ・ ロ シア 連合 国家 創設 条約 」 
が 調印 され た 。 当時 、 ロ ン ア は 国力 が 低下 し て お り 、 イ ニシ 
ア チ ブ は ベラ ルー シン 側が 握っ て いた 。 そし て 、 2000126 の 条 
も SM ルカ シェ ンコ が 連合 国家 の 最高 指導 者 と な る 
3 
と ころ が 、 エリ ツィ ン の 後継 大 統領 と な か っ た ブー チン が 、 ベラ 
ルー シ の ロン シア へ の 吸収 合併 を 示唆 する 発言 を 繰り 返す よ 
うに な り 、 こ の 構想 に ルカ シェ ンコ が 反発 し 、 連 合 国家 は 機 
能 せ ず 、 棚 あげ に な っ た 。 


・ その 後 、 進 展 し て いな い 。 


ウィ キ ペ ディ ア よ り 


ロシア 兵 の 命 の 値段 は 、500 万 ルー ブル (690 万 円 ) 。 
行方 不明 の 場合 は 無し ワシ アス 人 の 将 存 巡 7 万 2022.4.3 


ロシア で は 、 春 と 秋 の 二 度 に 分 け て 、 18 歳 か ら 27 歳 まで の 男子 を 徴兵 する 。 兵役 
期間 は 1 年 で 、 大学 に 在籍 する 者 は 徴兵 が 免除 され る が 、 大 学 で の 軍事 教練 が 
必修 と な っ て くる 。 今年 も 7 月 15 日 まで に 例年 並み の 13 万 4500 人 を 徴集 する こと 

を 目標 と する 。 

今回 の 「 特 別 軍事 作戦 」 で 死亡 し た 兵士 の 家族 に は 500 万 ルー ブル ( 約 690 万 円 ) 
が 一 時 金 と し て 支払 われ る こと に な っ て いる 。 保険 金 、 補 償 金 と し て は 家族 に 742 
万 ルー ブル ( 約 1023 万 円 ) が 支払 われ る 。 合計 で 1242 万 ルー ブル ( 約 1713 万 円 ) 
で ある 。 国防 省 が 保険 を か け て いる 。 ま た 負傷 の 程度 に 応じ て 保険 も 支払 わ 

る こと に な っ て いる 。 し か し 国防 省 に 資金 は な い の で 、 多く の 人 は 「 行 方 不明 と 

され 「 死 亡 」 し た か どう か わか ら な いま ま に な っ て し まう 。 戦 死者 も 負傷 兵 も 

に 残さ れ た まま 、「 行 方 不明 」 と され て 終わ り で ある 。 

ロシア で は 兵士 を 単なる 消耗 品 と 考え て いる よう で ある 。 

ロシア で は 、 貧しい 地 方 で は 兵士 に な る 以外 、 収 入 の 道 が な いこ と が 多い 。 貧し 
さゆ え に 教 育 も 十分 で は な く 、 読み 書き の で き な い 者 も 多い 。 軍隊 に 入る と まず 


を キャ に 上 冒 達 は そう し \ う 貧し い 地 方 出身 
凡 勿 扱 いし 、 兵士 の 命 よ り 邊 を 重視 し 、 遺 体 ば か りか 負傷 兵 も 置き 


天 り に し て いる と いう 。 自国 の 兵士 の 扱い で すら この 通り で ある 。 
「 兵 士 の 母 の 会 」 ワ レン チ ナ ・ メ リ ニ コ ワ 会 長 の イン タビ ュー 記事 より 


スタ ー リ ン 礼 賛 復 活 


・ 欧米 や 日 本 の スタ ー リ ン 像 は ロン ア で は 全く 正反対 
だ 。 高い スタ ー リ ン 評 価 と 大 国 ロ ン ア 復活 を 目指 す 
ブー チン 大 統領 へ の 支持 の 背景 を ロン シア 文学 の 第 
ー 人 者 、 治 野 充 義 氏 に 聞い た 。 

・ 。 一 一 ブー チン 政権 下 の 20 年 間 、 過去 の 独裁 者 
スタ ー リ ン を 評価 する 動き が 広がっ て いる 。 

・( 沼 野 ) ロン ア の 非 国 営 独立 糸 会 社 が ロン ア 人 に 
対し て 「 人 類 の 歴史 上 で 一 番 偉 いと 思う 人 は 誰か 」 
と いう 世論 調査 を し て いる 。 

・ 直近 21 年 5 月 実施 で 、 1 位 が スタ ー リ ン の 399%%6、2 
位 レ ー ニ ン 309%、3 位 ブー シキ ン 239%、 4 位 ビ ョ ー ト 
ル 大帝 199%、5 位 プー チン 1596 だ 。 


ポ ら に 
生生 し た と れる スタ ー リ ン デ ソ 連 導 党 書 記 長 (1878ー 
1953 年 ) に つい て 、 肖 定 的 な 6 感情 を 抱 ロシア 人 の 割合 が 
509% を 超え た こと が 、 ロ ン ア の 独立 和 糸 世 論調 査 機関 「 レ バ 
ダ ・ セ ンタ ー」 の 定期 調査 で 分 か っ た 。 スタ ー リ ン へ の 育 定 
内 時 価 が 5096 を 超え る の は 、 2001 年 の 調査 開始 以来 初 


ロシア の 国際 的 影響 力 の 低下 や 経済 低迷 、 不 十分 な 社会 
保障 、 格 差 拡大 な ど 現 状 へ の 不満 が 、 ソ 連 時 代 の 大 国 イ 
メー ジ や 安定 性 へ の 恒 蛋 と な っ て 回 答 に 反映 され た と み ら 
調査 は 3 月 21 ご 27 日 18 歳 以上 の 約 1600 人 を 対象 に 
結果 が 公表 され た 。「 ス ター リン に ど 


49% が 「 称 替 」、4196 が 「 尊 
的 な 回 答 が 半数 を 占め た 。 


2011.7.15 ロシア 中 部 ペン ザ で 、 ス ター リン の 胸像 
の 除幕 を 行う 参加 者 (ロイ ター 共同 ) 


「 エ リー ト と 大 衆 」 の 隔絶 


・ ロン ア の イン テリ が よく 口 に する 「 大衆 (ronna) 」 に は 、 無 限 
の 軽 作 が 込め られ て いる 。 それ に 対し て 大 衆 の 方 は 、 エ リー 
ト を 自分 た ちの 冨 (大 地 も 石油 も 、 何で も 自分 た ちの も の だ と 
思っ て いる ) に 寄生 する 無為 徒 食 の 徒 と みな す 。 

・ ソ連 時 代 、 ヨ シン フ ・ ス ター リン は 、 こ うし た 大 衆 に 迎合 し 、 医師 
や 教師 な ど 知 的 職業 の 給料 を 労働 者 より 低め に 設定 し た 。 

・ 今 で も エリ ー ト と 一 般 大 衆 は 互い に 、「 奴 ら さ えい な けれ ば ロ 
シア は も っ と いい 国 に な る の に 」 と 本 気 で 思っ て いる 。 


「 第 三 章 歴史 の トラ ウマ ーー 栄光 と 悲惨 」 より 
『 ロ シア の 興亡 』 (河東 哲夫 著 、MdN 新 書 、2022.6) 所 収 


ビ ピョートル 大 帝 像 全景 (1997 年 建設 . 98m。 左 は ウス ペン スキ ー 大 聖堂) 
モス クワ 850 周 年 ・ ロ シン ア 海 軍 300 周 年 記念 
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ビ ピョートル 大 帝 像 (初代 ロシア 皇帝 。 ブ プー チン は 執務 室 に 肖像 画 を ) 


(参考 ) バ ル セ ロ ナ の コロ ン ブ ス 像 ( 塔 の 高 さ 60m、 像 は 7m) 
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4 、 が e よ 


『/ 


A ァ 
2 


ル 大 公 像 (2016 年 、 高 さ 17m。 


き 


攻 ぁ 、 
人 疾 


* 


に の な 「 2  - SD で に ・ 
ん る kd に つか 牧 こ の ww: Ce' 5 KWy + 0 2 YS eo、 5 所 MC 。 
ma So ズム 拓 の は SS に で 析 人 No 
- 1 * ・ K BI ま ] | 
ン -. き 4 | 和合 た りり 、 ツル 』 
で 1 コ a W - 


靖国 神社 大 鳥居 は 25m) 


訂 


今 we 
し 1 凍 


(蛇足 ) カラ ン ニ コ フ の 銅像 


(2017.9.19 除 幕 ) 
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初代 ツァ ー リ 


災 天 ) 


リン 


ン 4 世 ( イ 


ン 大 公 ニ イワ 


イワ 


(蛇足 ) 
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(蛇足 ) ウラ ジー ミル ( Baauwup ) の 意味 な ど 
俗説 で は 「 世 界 征服 せよ 」 
「 平穏 を 巧み に 保つ 者 」 あ た り が 穏 当 
Enanerb( 所 有する 、 う まく 切り 回 す ) 
十 wup 三 世界 、 平和 、( 農 村 ) 共 同体 


・ (cf) BIaLMBOCTOK( ウ ラジ オス トッ ク ) 
BanM( 所 有 せ よ ) 十  BOCTOK( 東 ) 


イワ ン 二 帝 ( BaH 「posHbIM) と チェ チェ ン 


チェ チェ ン 共 和 国 の 首都 (グロ ズ ヌ イ ) rposnbiM 
「posHbIM 三 濾 ろ る しい 


ロシア に と っ て の 戦争 は 「 イ デオ ロ ギ ー 的 な 実践 」 


戦争 は ロシア 正教 会 で 育 定 さ れれ た! 神聖 な 行為 」 


ロシア に と っ て 戦争 と は 、 単なる 防衛 で も な く 、 単なる 侵略 で も な い 。 それ 
は 巨大 な 「 祝 祭 」 で あり 、 国民 に よっ て 何 度 も 追 体験 され る べき 歴史 的 記 

念 碑 で あり 、 イデ オロ ギー 的 な 実践 な の で ある 。「 祝 祭 」 と いう の は 、 戦 争 
に よっ て 数 多く の 命 や 慕 大 な 富 が 薄 尽 され る か ら で あ る 。 
そし て 、 戦争 に よる 犠牲 は 単なる 悲劇 と し て 記憶 され る の で は な く 、 祖国 
ロン シア を 防衛 し た と いう 記念 すべ き 、 そし て 祝う べき 栄光 と し て 記憶 され る 
か ら で あ る 。 
守ら れる べき ロシア と は 、 イリ イン の 思想 で 明確 に 述べ られ て いる よう な 
「 神 に お いて 見 られ る ロシア 」、 すなわち 「 聖 な る ロン ア 」 で も ある 。 
ロシア 正教 も また ロシア に 固有 の 、 ロ シア の た め の 宗 教 、 つ まり 「 詩 国 宗 
教 」 だ と いう こと だ 。 キリ スト 教 と いう 普遍 宗教 で や あり な が ら 、“ ロ シア "の 地 
に 根付 いた ナシ ョ ナル な 護国 宗教 を 本 質 と し て いる 

2022.9.12 東洋 経済 ONLINE 亀山 陽 司 


・ 対外 的 に は 戦争 を 仕掛 け 、 
国内 の 敵 に 対し て は 暗殺 を 
常 杜 手段 と し て いる 。 


・ 林 克 明 氏 の 著書 が 詳し い 
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KGB 創 設 者 (ジェ ル ジ ン スキ ー) 2021 年 1 と 2 月 の ロシア の 動き 
像 の 再建 案 に 波紋 


・ モス クワ の 中 心 部 に 、 ソ 連 国 家 保 安 委員 
_ ーー 会 (KGB) の 前 身 で ある 秘密 警察 を 創設 
NPD し た ジェ ル ジ ン スキ ー の 銅像 を 再建 する 
か を 問う オン ライ ン 住 民 投票 が 2 月 下旬 
に 実施 され た 。 し か し 賛否 が 牛 抗 し 、 投 
票 は 途中 で 中 止 され た 。 


・ ロシア で は 1 月 、 反 体制 派 指導 者 逮捕 を 
きっ か け に 大 規模 な 反 政 権 デ モ が 起こ っ 
た ば か り 。 露 メ ディ ア は 、 今 回 の 投票 
育 景 に 、 市 民 の 注意 を 抗議 活動 か ら そ 
ら せ る 狙い が あっ た と 指摘 する 。 


2021.3.29 エコ ノミ スト Online 前 谷 宏 
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ベラ ルー シ ・ ミ ンス ク に ある 


ジェ ル ジ ン スキ ー 像 


フェ リッ クス ・ ジ ェ ル ジン スキ ー 


ポー ラン ド 貴 族 生 まれ 、 革命 家 
「 秘 密 敬 察 の 父 」 


国家 政治 保安 部 (GPU) 創設 。 
GPU は 、 ス ター リン 死後 KGB に 改称 。 
死後 は 神格 化 さ れ 、 ポ ー ラ ンド や ソ連 
に 、 彼 の 名 を 関す る 地名 や 工場 等 が 
沢山 出来 た 。 


ベラ ルー シ に は 、 ボ ポー ラン ド 国 境 近 く 
に 「 ジ ェ ル ジン スク 」 市 が ある 。 
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